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〔研究報告〕

「妊娠期の父性」の概念分析

田林麻里絵1）　川原　妙1）　菊池　良太1）　山崎あけみ1）

要　　旨

目的：妊娠期から父性を育み，胎児へ高い愛着をもつことは出生後の子どもへの愛着に関連するた

め重要である．「父親意識」，「父親役割」等について定義している文献は散見するが，妊娠期に限定し

て用語を定義している先行研究は見当たらず，また「妊娠期の父性」について明確に概念化している

研究は見当たらない．本研究は，「妊娠期の父性」の概念を概念分析によって明らかにすることを目的

とする．

方法：Rodgersの概念分析のアプローチ法を用いた．検索には，医中誌Web, CiNii Research, 

PubMed, CINHAL, PsycINFOの5つのデータベースを使用した．検索の結果，日本語文献14件，英

語文献16件の計30件を分析対象とした．

結果：属性は【父親としての責任】【胎児への愛着】等の6カテゴリ，先行要件は【胎児への接近感

情と回避感情】【理想の父親像】等の7カテゴリ，帰結は【自己概念の変化】【夫婦サブシステムの変化】

等の4カテゴリが抽出された．

考察：分析の結果，本概念を「父親としての責任感をもち，父親役割を獲得し，良い父親になる意

識および養育行動をする自分をイメージすることにより，妊娠への関与行動をとり，胎児への愛着を

育むこと」と定義した．

結論：今後は妊娠期において妊婦だけでなく，父親も含めて支援対象であると認識し，家族員全員

に対して適切な介入をする必要がある．
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Ⅰ．緒　言

かつての日本は「仕事は男性，家事育児は女性」

といった性役割意識があったが，2010年には「育

てる男が，家族を変える．社会を動かす．」という

キャッチコピーを掲げ，厚生労働省のイクメンプロ

ジェクトが発足した（厚生労働省，2010）．また，

男性の育児休業取得促進のために令和3年6月に育

児・介護休業法が改正された（厚生労働省，2021）．

このように家族で積極的に育児をすることができる

ような取り組みが社会全体で進展している．

父親の在り方が見直されている現代社会である

が，父親を対象とした研究は，母親を対象にした研

究と比較して国内外ともに未だ少ない．事実，「母

性」に関しては，看護学を初め，心理学，社会学等

の様々な領域において定義されているが，「父性」

に関しては，広辞苑における「父親としての本能や

性質」といった定義以外は明確に定義されておら

ず，「母性」との対立的二元論として語られる，も

しくは人類社会学においては社会における制度とし

ての家父長的存在とみなされていることが多い（綾

部，1995；大橋，浅野，2009）．

また育児期の研究と比較して，妊娠期の研究は未

だ少ない．産後早期から父親役割適応を促すために

は，妊娠期から具体的な父親役割行動を考え，準備1）大阪大学大学院医学系研究科
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しておく必要があり（森田，森，坂上，2021），ま

た生物学的に「父親になる」ことは誰にでもできる

が，「父親をする」ためには，親になるという準備

段階を経て父親としての発達プロセスを体験するこ

とが父親としての認識の形成には不可欠であること

が明らかになっている（デッカー，丸山，2015）．

これらのことより，父親になる準備段階である妊娠

期に着目することは，産後への父性の発達プロセス

を理解する上でも重要である．父親に関する先行研

究においては，「父親意識」，「父性意識」，「父親役

割」，「父親の親としての発達」の用語の定義がみら

れた．「父親意識」とは「男性の大人が子どもの誕

生・成長発達に責任を持とうと決意・認識している

さま」（宮崎，1986），「父性意識」とは「子どもが

好きという単なる気持ちではなく，自分の子どもへ

の特別の感情，保護・養育することの責任と義務，

あるいは厭わない愛情（子どもとの強い絆）」（新道，

和田，1990），「父親役割」とは「子どもの養育にお

ける父親としての一定の責務」（木越，泊；2006），

「親としての発達」とは「妊娠・出産や育児を通し

て，父親が親としての意識や役割を獲得していく過

程および変化」（明野，2013）と定義されていた．

しかし，これらは妊娠期に限定して用語を定義して

おらず，また父性を表す意識面，行動面を共に含む

定義ではなかった．

本研究において，妊娠期のパートナーをもつ父親

の父性，すなわち「妊娠期の父性」の概念を明らか

にすることにより，妊娠期の父性の発達を促す家族

支援の在り方を検討し，それにより産後に父親の育

児参加を促す一助になると考える．本研究の目的

は，「妊娠期の父性」の概念を概念分析によって明

らかにすることとする．

Ⅱ．研究方法

1．概念分析の方法

概念分析の方法には，Rodgersの概念分析を用い

た（Rodgers, Knafl, 2000）．これは，人が相互作用

する中で時間や状況に伴い概念は変化するものとい

う考えを基盤とし，人々がどのような概念として認

識し使用しているのかを分析することで，明確化す

ることが可能な分析方法である．Rodgersの概念分

析を採択する際には，概念はダイナミックに変化す

るものであり，境界が曖昧で，文脈依存のものであ

ること，かつ概念の辞書的定義ではなく，文脈に基

づいた真実，本質，普遍性を志向した個性記述的な

一般化から概念を明らかにすることが求められる

（濱田，2017）．「妊娠期の父性」の概念は，時間，

すなわち社会の変化と共に変化し，文脈に基づいて

本質を志向する概念であるため，本研究においては

Rodgersの概念分析法を採択した．

2．データ収集方法

文献検索の検索年度は制限せず，2022年5月まで

の日本語，英語の看護学，助産学，医学，心理学分

野の文献を対象とした．検索に使用したデータベー

スは，日本語文献では，医学中央雑誌Web版Ver.5, 

CiNii Research, 英語文献では，PubMed, CINAHL, 

PsycINFOであった．医中誌Webでは［原著論文］, 

［会議録を除く］ を選択し，検索キーワードは 「妊娠

期and （父or父性行動or親らしさor父性）」 とした．

CiNii Researchでは ［論文検索］ を選択し，検索キー

ワードは「妊娠期and （父or父親or父性）」とした．

PubMedで は［Humans］, ［Language: English］, 

［Sex: Male］, ［Adult: ＋19years］ を選択し，CINAHL, 

PsycINFOで は［Humans］, ［Language: English］, 

［Sex: Male］, ［Pregnancy］, ［Subject Major: fathers］, 

［Academic Journals］を選択し，検索キーワードは

「（Pregnancy Trimesters or Pregnancy） and （Fa-

thers or Paternal Behavior or Parenting）」とした．

検索の結果，医中誌Webは127件，CiNii Research

は192件，PubMedは221件，CINAHLは252件，

PsycINFOは65件であった．全文献の表題，抄録を

確認し適性を確認し，その中から適性がない文献を

除外した結果，医中誌Web 30件，CiNii Research 

15件，PubMed 24件，CINAHL 19件，PsycINFO 

14件であった．分析対象となる文献は，Rodgersの
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30文献または全文献の20％をランダムサンプリング

する方法を参考に，本研究では最終的な抽出文献数

が多くなる30文献のサンプリング方法を採用した

（Rodgers, Knafl, 2000）．適性を確認した文献を個々

にランダムナンバリングし，そこから偶数番号の文

献を抽出し，最終的に，日本語文献14件（1995～

2020年），英語文献16件 （1982～2018年） の計30件

を分析対象とした．30文献の文献領域の内訳は，看

護学15件，助産学3件，医学6件，生殖心理学1件，

幼児心理学4件，家族心理学1件であった．

3．分析方法

分析において，「妊娠期の父性」は，妊娠初期，

中期，後期といった時期別に父性の性質が異なるも

のではなく，妊娠初期であっても「妊娠期の父性」

が発達している父親もいることを前提に，人が相互

作用する中で時間や状況に伴い概念は変化するとい

う考えの下，分析を行った．「妊娠期の父性」とい

う概念の定義を構成する属性，概念が発生・出現す

るのに先立って生じる出来事や事象を表す先行要

件，概念が発生・出現した結果として生じる出来事

や事象を表す帰結に該当すると考えられる記述を抽

出し，コーディング・シートに記述した．抽出した

データ毎にコード化し，類似性や相違性に基づいて

サブカテゴリ化・カテゴリ化し，その結果を踏まえ

て「妊娠期の父性」の概念の定義を行った．分析か

ら抽出された属性，先行要件，帰結から概念モデル

を作成した．

分析の信頼性および妥当性の確保のために，大学

院生間での意見交換および看護研究に精通した概念

分析の研究指導経験のある研究者のスーパーバイズ

を受けた．

Ⅲ．結　果

本概念分析で抽出された属性，先行要件，帰結の

カテゴリを【　】，サブカテゴリを〈　〉で示す．

1．「妊娠期の父性」の属性

属性は，6つのカテゴリ，12のサブカテゴリが抽

出された（表1）．

1）【父親としての責任】

父親としての現実的な意識が高まり （山本，内山，

川越，1995），父親になる実感が湧いていた（村上，

内山，川越，1995）ことより〈父親になる自覚〉

（デッカー，2020；神崎，2005）が芽生えるように

なっていた．〈父親になる責任感〉（Finnbogadóttir, 

Svalenius, Persson, 2003； 松田，2018；Osofsky, 

1982）をもち，経済基盤の認識が変化する（Jordan, 

1990） ことより 〈大黒柱としての認識〉 をしていた．

表1.　「妊娠期の父性」の属性

カテゴリー サブカテゴリー 文献

父親としての責任
父親になる自覚 デッカー，2020; 神崎，2005; 村上，内山，川越，1995; 山本，内山，川越，1995;
父親になる責任感 Finnbogadóttir, Svalenius, Persson, 2003; 松田，2018; Osofsky, 1982
大黒柱としての認識 Jordan, 1990

父親役割獲得 父親役割獲得 Johnsen, Stenback, Halldén, et al., 2017; Jordan, 1990; 森田，森，石井，2010

良い父親になる意識 リスク要因の回避 村上，内山，川越，1995
良い父親になる意欲 村上，内山，川越，1995; 山本，内山，川越，1995

養育行動のイメージ
産後の育児を想像 森田，森，石井，2010; 村上，内山，川越，1995
育児意欲 Cox, Holden, Sagovsky, 2009; 池田，入山，2014; 村上，内山，川越，1995; 山本，内山，

川越，1995

妊娠への関与行動

出産・育児準備行動 Gage, Kirk, 2002; 池田，入山，2014; Redshaw, Henderson, 2013; 佐々木，2005
パ ートナーへの 
サポート行動

森田，森，石井，2010; 村上，内山，川越，1995; 尾栢，2018; Redshaw, Henderson, 2013; 
Thorstensson, Mårtensson, Bäckström, et al., 2017; 山本，内山，川越，1995

夫の役割行動 Gage, Kirk, 2002; 豊増，川田，2020; 山本，内山，川越，1995

胎児への愛着 胎児への愛着 Bouchard, 2012; Camarneiro, Miranda, 2017; デ ッカー，2020; Habib, Lancaster, 2010; 
小泉，中山，福丸，他，2017
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2）【父親役割獲得】

父親としてどのような役割を担うか熟慮し （Jordan, 

1990；森田，森，石井，2010），周囲から父親とし

て認められるための努力を行っていた（Jordan, 

1990）ことより 〈父親役割獲得〉 （Johnsen, Stenback, 

Halldén, et al., 2017）が抽出された．

3）【良い父親になる意識】

喫煙などの〈リスク要因の回避〉をしようと努力

をしていた（村上，他，1995）．また，良い父親像

に近づくための努力（村上，他，1995；山本，他，

1995）や子どもを育てるために出来る限りの努力を

する（村上，他，1995）といった〈良い父親になる

意欲〉をもっていた．

4）【養育行動のイメージ】

〈産後の育児を想像〉（森田，他，2010；村上，他，

1995） し，共同養育を意識する （Cox, Holden, Sagov-

sky, 2009）ことより〈育児意欲〉（池田，入山，2014；

村上，他，1995；山本，他，1995）が湧いていた．

5）【妊娠への関与行動】

父親は育児用品を購入したり （池田，入山，2014；

佐々木，2005），良い父親になるための情報を得る

こと（Gage, Kirk, 2002），出産前準備教室へ参加す

る（Redshaw, Henderson, 2013）といった〈出産・

育児準備行動〉をとっていた．妊婦健診の付き添い

（Redshaw, Henderson, 2013）やパートナーに対し

ての思いやりをもち（Thorstensson, Mårtensson, 

Bäckström, et al., 2017；山本，他，1995），協力し

ようとする気持ちが芽生える（森田，他，2010；村

上，他 ，1995） ことより 〈パートナーへのサポート

行動〉（尾栢，2018）をとっていた．夫としての役

割意識を有し（山本，他，1995），夫としての新し

い役割に対する期待に適応する（Gage, Kirk, 2002）

等，〈夫の役割行動〉（豊増，川田，2020）をとって

いた．

6）【胎児への愛着】

子どもに対する想いが大きくなり（デッカー，

2020），自分の子どもに対する愛着が育まれることよ

り〈胎児への愛着〉（Bouchard, 2012；Camarneiro, 

Miranda, 2017；Habib, Lancaster, 2010；小泉，中

山，福丸，他，2017）が抽出された．

2．「妊娠期の父性」の先行要件

先行要件は，7つのカテゴリ，20のサブカテゴリ

が抽出された（表2）．

1）【父親の個人的要因】

〈年齢〉は，若年より高年の父親の方が胎児への

愛着が高く（Camarneiro, Miranda, 2017），学歴の

低い父親の方が胎児に対しネガティブ感情を抱く

（Schytt, Hildingsson, 2011） ことより 〈父親の学歴〉

が抽出された．〈自身の被養育体験〉が胎児への愛

着に関連があり（Bouchard, 2012），これまでの人

生の中で〈子どもの世話の経験〉がある男性の方が

胎児への接近感情が高まることが示された（村上，

他，1995）．

2）【家庭状況】

婚姻している家庭の方が未婚の家庭よりも父親の

胎児への愛着が高まり （Bouchard, 2012；Cox, et al., 

2009），同居している方が父親の胎児への愛着が高

まる（Camarneiro, Miranda, 2017）ことより〈婚姻

状況〉が抽出された．父親の職業的地位が高いほど

胎 児 へ の 愛 着 が 高 く（Camarneiro, Miranda, 

2017），〈経済的状況〉 が不安定であると父親の心身

の健康状態（Schytt, Hildingsson, 2011），父親とし

ての新しい役割に対する不安にも影響を及ぼす 

（Thomas, Bonér, Hildingsson, 2011） ことが示された．

〈子どもの人数〉 は，初産の父親の方が経産の父親よ

りも胎児への愛着は高まる （Camarneiro, Miranda, 

2017；尾栢，2018）が，父親としての新しい役割に

対する不安が生じる （Thomas, et al., 2011） ことが示

された．〈妊娠の計画性〉 をしていた父親の方が無計

画の父親よりも胎児への愛着は高まり （Camarneiro, 

Miranda, 2017），産後の養育行動に影響を及ぼす

（Cox, et al., 2009）ことが示された．

3）【喜びとストレス】

親になる喜び（デッカー，2020；Redshaw, Hen-

derson, 2013）や嬉しさ（松田，2018；豊増，川田，

2020），ポジティブな感情を覚える（鈴木，島田，
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2015）ことより〈喜悦〉が抽出された．また，妊娠

したことを誇りに感じ（Osofsky, 1982），〈満足感〉

（Redshaw, Henderson, 2013）を得ていた．

一方で，父親は親になることに対する不安（デッ

カー，2020；Ferketich, Mercer, 1989；Osofsky, 1982；

豊増，川田，2020）や抑うつ感 （Ferketich, Mercer, 

1989）を感じることより〈不安・抑うつ感〉が抽出

された．リラックスできない感覚やネガティブな感

情を覚えたり （Morse, Buist, Durkin, 2000；鈴木，

島 田，2015）， 不 適 格 感（Finnbogadóttir, et al., 

2003）や日常生活への制約感を感じる（小泉，他，

2017） といった〈ストレス〉（神崎，2005；Schytt, 

Hildingsson, 2011）を感じていた．

4）【受容と非現実感】

父親はパートナーの〈妊娠の受容〉（Kowlessar, 

Fox, Wittkowski, 2015），また自身が親になること

を受容し （神崎，2005），妊娠を現実として受け止め

ていた（Finnbogadóttir, et al., 2003）．パートナー

の身体的変化 （Finnbogadóttir, et al., 2003）や胎動

を肯定的に捉える（山本，他，1995）ことより〈胎

児の存在を実感〉（松田，2018；佐々木，2005） して

いた．胎児の存在を実感することで，胎児を一人の

人として，また意識のある存在として認識していた

（山本，他，1995）．

一方で，父親は妊娠という現実と葛藤している

（Jordan, 1990） ことより 〈非現実感〉 （Finnbogadóttir, 

et al., 2003）を覚えていた．

5）【胎児への接近感情と回避感情】

胎児に対する興味や関心が高まり（尾栢，2018；

佐々木，2005），父親がパートナーのお腹に触れた

り，話しかけたいという願望を抱き（村上，他，

1995；鈴木，島田，2015），胎児とコミュニケー

ションをとる（神崎，2005）といった〈胎児への接

近感情〉を抱いていた．

一方で，父親が胎児に対して否定的（古田，生

塩，池尻，他，1999），回避的な感情を覚える（鈴

木，島田，2015）といった〈胎児への回避感情〉を

抱いていた．

6）【理想の父親像】

子どもにとって良い父親や自分自身を成長させる

表2.　「妊娠期の父性」の先行要件

カテゴリー サブカテゴリー 文献

父親の個人的要因

年齢 Camarneiro, Miranda, 2017
父親の学歴 Schytt, Hildingsson, 2011
自身の被養育体験 Bouchard, 2012
子どもの世話の経験 村上，内山，川越，1995

家庭状況

婚姻状況 Bouchard, 2012; Camarneiro, Miranda, 2017; Cox, Holden, Sagovsky, 2009
経済的状況 Camarneiro, Miranda, 2017; Schytt, Hildingsson, 2011; Thomas, Bonér, Hildingsson, 2011
子どもの人数 Camarneiro, Miranda, 2017; 尾栢，2018; Thomas, Bonér, Hildingsson, 2011
妊娠の計画性 Camarneiro, Miranda, 2017; Cox, Holden, Sagovsky, 2009

喜びとストレス

喜悦 デッカー，2020; 松田，2018; Redshaw, Henderson, 2013; 鈴木，島田，2015; 豊増，川田，2020
満足感 Osofsky, 1982; Redshaw, Henderson, 2013
不安・抑うつ感 デッカー，2020; Ferketich, Mercer, 1989; Osofsky, 1982; 豊増，川田，2020
ストレス Finnbogadóttir, Svalenius, Persson, 2003; 神崎，2005; 小泉，中山，福丸，他，2017; 

Morse, Buist, Durkin, 2000; Schytt, Hildingsson, 2011; 鈴木，島田，2015

受容と非現実感
妊娠の受容 Finnbogadóttir, Svalenius, Persson, 2003; 神崎，2005; Kowlessar, Fox, Wittkowski, 2015
胎児の存在を実感 Finnbogadóttir, Svalenius, Persson, 2003; 松田，2018; 佐々木，2005; 山本，内山，川越，1995
非現実感 Finnbogadóttir, Svalenius, Persson, 2003; Jordan, 1990

胎児への接近感情と 
回避感情

胎児への接近感情 神崎，2005; 村上，内山，川越，1995; 尾栢，2018; 佐々木，2005; 鈴木，島田，2015
胎児への回避感情 古田，生塩，池尻，他，1999; 鈴木，島田，2015

理想の父親像 理想の父親像 神崎，2005; 森田，森，石井，2010; 豊増，川田，2020

社会的支援・ 
資本の享受

社会資源の享受 Huang, Hung, Huang, et al., 2018; Morse, Buist, Durkin, 2000; Xue, He, Chua, et al., 2018
他者との経験共有 Johnsen, Stenback, Halldén, et al., 2017; Thorstensson, Mårtensson, Bäckström, et al., 2017
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〈理想の父親像〉をイメージしたり（神崎，2005；豊

増，川田，2020），自身やパートナーの父親，友達

を想起することで自分なりの理想の父親像について

考えていた（森田，他 ，2010；豊増，川田，2020）．

7）【社会的支援・資本の享受】

〈社会資源の享受〉 は，産後の育児に向けて妊娠中

から情報的・情緒的サポート等といった社会資源を

受けることにより父子の関与レベルが高くなること 

（Xue, He, Chua, et al., 2018），夫婦関係の質の向上に

つながる （Huang, Hung, Huang, et al., 2018） ことよ

り抽出された．社会資源等のサポート体制が欠如す

ることで精神的苦痛を及ぼしていた（Morse, et al., 

2000）．〈他者との経験共有〉することで父親として

の責任感をもつこと（Johnsen, et al., 2017） や夫婦

間のコミュニケーションが向上していた （Thor-

stensson, et al., 2017）．

3．「妊娠期の父性」の帰結

帰結は，4つのカテゴリ，7のサブカテゴリが抽

出された（表3）．

1）【人格的成長】

自分自身の成長 （Finnbogadóttir, et al., 2003；神崎，

2005）や親としての発達を感じている（佐々木，

2006） ことより 〈自己の成長〉 を感じていた．また，

考え方が柔軟になったり（小泉，他，2017；佐々木，

2005，2006），自分の経験が豊かになり（小泉，他，

2017），視野が広がったと感じている父親もいた

（古田，他，1999；小泉，他，2017；佐々木，2005）．

物事を妥協しなくなる等，〈自己の強さ〉（古田，他，

1999；佐々木，2005）を感じていた．

2）【自己概念の変化】

妊娠前までの男性が自己認識している男性像 （夫，

稼ぎ手，息子）から妊娠後はそこに“父親”のアイ

デンティティが加わり（Habib, Lancaster, 2010），

父親としての自己概念の再定義を行う（Kowlessar, 

et al., 2015） ことより 〈自己概念の変化〉が起こって

いた．

3）【夫婦サブシステムの変化】

新しい家族像を想像し（松田，2018），妊娠中に

夫婦でコミュニケーションをとる（池田，入山，

2014；佐々木，2005；Thorstensson et al., 2017）こ

とにより，夫婦関係の親密性（デッカー，2020；小

泉，他 ，2017；村上，他 ，1995） や満足度 （Cox et 

al., 2009；Xue et al., 2018；山本，他，1995）が向上

し，夫婦間での一体感を感じていた（Thorstensson, 

et al., 2017）ことより〈夫婦サブシステムの向上〉

が起こっていた．

一方で，父性が形成する中で，夫婦間での葛藤が

あり（小泉，他，2017），夫婦機能が低下する

（Morse, et al., 2000）側面もみられることより 〈夫

婦サブシステムの低下〉 が起こっていた．

4）【家庭と社会の調整】

父親が産後の育児に向けて〈育児休暇取得〉を計

画したり（Redshaw, Henderson, 2013），周囲から

育児に関する情報を受け，仕事と家庭内役割のバラ

ンスについて考える（森田，他，2010）ことより

〈社会と家庭のバランス調整〉を行っていた．

表3.　「妊娠期の父性」の帰結

カテゴリー サブカテゴリー 文献

人格的成長
自己の成長 Finnbogadóttir, Svalenius, Persson, 2003; 神崎，2005; 小泉，中山，福丸，他，

2017;古田，生塩，池尻，他，1999; 佐々木，2005, 2006
自己の強さ 古田，生塩，池尻，他，1999; 佐々木，2005

自己概念の変化 自己概念の変化 Habib, Lancaster, 2010; Kowlessar, Fox, Wittkowski, 2015

夫 婦サブシステムの変化

夫婦サブシステムの向上 Cox, Holden, Sagovsky, 2009; デッカー，2020; 池田，入山，2014; 小泉，中山，
福丸，2017; 松田，2018; 村上，内山，川越，1995; 佐々木，2005; Thorstensson, 
Mårtensson, Bäckström, 2017; Xue, He, Chua, et al., 2018; 山本，内山，川越，1995

夫婦サブシステムの低下 小泉，中山，福丸，他，2017; Morse, Buist, Durkin, 2000

家庭と社会の調整 育児休暇取得 Redshaw, Henderson, 2013
社会と家庭のバランス調整 森田, 森, 石井, 2010
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4．モデルケース

「妊娠期の父性」の理解を深めるために，本概念

を表徴するひとつの現象をモデルケースとして示す．

Aさん30代男性，会社員．結婚して1年経過した

頃に妻が第1子を妊娠した．夫婦ともに子どもを望

んでいたこともあり，妊娠が発覚した時にはAさ

んも非常に喜んだ一方で，親になることに対する不

安な気持ちも抱いていた．Aさんは，仕事の調整が

できた日は妊婦健診に付き添い，エコー画像を見て

胎児の姿を可視化することで，胎児の存在を実感し

ていた．徐々に大きくなる妻のお腹を見ることや妻

のお腹を触り胎動を感じることで父親になる自覚や

責任感が湧き，父親としての役割意識が芽生えてい

た．Aさんは，妻が妊娠するまでは喫煙していた

が，妊娠を機に禁煙をして子どもに害になることは

回避するといった行動変容がみられた．夫婦で出産

前準備教室に参加し出産や産後の経過について学ぶ

ことで，育児用品を買いに行ったり，子どもが生ま

れたら沐浴の担当になる等と意欲的に育児に携わる

イメージをもつようになった．妻のお腹が大きく

なってきた時期にAさんは，仕事が繁忙期を迎え

帰宅時間が遅くなる日が続いたが，仕事の調整が可

能な日はできる限り早く帰宅し，今まで料理をする

ことが苦手で妻に任せきりにしていた食事の準備を

する等，妻の身体を労わるように努めた．Aさん夫

婦は，胎児の成長をスマートフォンのアプリを通し

て共有し，Aさんもアプリから発信される情報を積

極的に収集し，「この時期には肺が出来上がる時期

だね」等と妻と話をすることで夫婦の会話の内容は

自然と胎児に関するものとなっていた．このように

妻をサポートしたり，胎児について夫婦で頻繁に話

すことにより胎児への愛着が育まれていった．妻と

産後のことについて話す中で，Aさんは育児休暇取

得を望むようになり，職場に申し出て産後2ヵ月間

の育児休暇を取得できることとなった．

Aさん夫婦は，妊娠を機により互いを労わり合い，

胎児のことを含め話し合いを重ね，夫婦で行動を共

にすることにより夫婦サブシステムが向上した．ま

たAさん自身は妊娠期を通して，出産後に始まる

育児に備えた準備行動ができる父親へと成長した．

5．「妊娠期の父性」の概念モデルの構築

Rodgers, Knafl （2000）が提唱する概念分析の方

法を用いて「妊娠期の父性」の概念分析を行い，属

性6カテゴリ，先行要件7カテゴリ，帰結4カテゴ

リが抽出された．本研究結果をもとに，「妊娠期の

父性」の概念モデルを作成した（図1）．

Ⅳ．考　察

1．本概念の定義

本研究結果を基に「妊娠期の父性」の概念を「父

親としての責任感をもち，父親役割を獲得し，良い

父親になる意識および養育行動をする自分をイメー

ジすることにより，妊娠への関与行動をとり，胎児

への愛着を育むこと」と定義した．

2．本概念の特性

妊娠期において父親が胎児へ高い愛着をもつこと

は，父親自身の心身の幸福度（Condon, Corkindale, 

Boyce, et al., 2013），パートナーや乳児の健康 （Plan-

tin, Olukoya, Ny, 2011），さらには出生後の子ども

への愛着（Lindstedt, Korja, Vilja, et al., 2021）に

関連する．また，妊娠を肯定的に捉えられる夫は父

性意識が発達しやすい（木越，泊，2006；小野寺，

青木，小山，1998）ことより，妊娠期から父性を発

達させることは，家族員全員にとって重要なことで

あると考えられる．また現代では，里帰り出産や同

居をしていないカップルも多く存在する．そのよう

な状況の父親であっても本概念で明らかになったよ

うに，胎児の存在を受容し，実父や友人といった父

親モデルを参考に理想の父親像を想像することで，

良い父親になる意識が芽生え，養育行動をイメージ

し，自己概念が変化することにより父性を発達させ

ていくと考えられる．本研究の結果を踏まえて，

「妊娠期の父性」の概念の特性として三つの視点か

ら考察をする．

「妊娠期の父性」の概念の特性の一目つとして，
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妊娠期の父性は，妊娠期間全体を通して変化，発達

する概念であると考えられる．妊娠や胎児に対して

【受容と非現実感】，【喜びとストレス】，【胎児への

接近感情と回避感情】といったアンビバレンスな感

情を抱くが，【社会的支援・資本の享受】をし，【父

親としての責任】感を持ち，【妊娠への関与行動】

をとるようになることにより，【胎児への愛着】を

育み，【家庭と社会の調整】を行うといったプロセ

スを踏みながら時間と共に父性が発達していくこと

が本研究より示された．木越，泊（2006）も「父親

としての気持ちの出発」，「父親像の形成」，「父像の

行動化」というように父親役割の獲得プロセスが存

在することを示唆していることより，本研究と同様

の結果が得られた．このように，妊娠期の父性は妊

娠期間全体を通してプロセスを踏みながら変化する

特性が示唆された．

二つ目の特性として，父親自身の子どもの頃の家

族の環境等といった妊娠前の要因が父性の発達に影

響を及ぼすと考えられる．【父親の個人的要因】の

〈自身の被養育体験〉 や 〈子どもの世話の経験〉 を回

想することによって，自分が親になる時の【理想の

父親像】 を思い描き，【良い父親になる意識】，【養育

行動のイメージ】をすることにより【妊娠への関与

行動】 や 【胎児への愛着】 につながると考えられる．

渡辺 （2000） は，母子関係において世代間伝達とは，

幼少期の体験が大人になってからの子育ての能力に

影響することと述べており，被養育体験の特徴，性

質，価値観などは，親から子どもへ世代間伝達して

いくことを報告している．父親に関しては，父親

自身が親から受けた養育が産後の子どもへの愛着

と関連があることが明らかになっている（Condon, 

et al., 2013）．このことから，父親においても被養

育体験の価値観等，これまでの人生においての家族

に対する考え方が理想の父親像や養育行動のイメー

ジに影響を及ぼすと考えられる．

三つ目の特性として，妊娠期間は父親自身の個人

内の変化だけでなく，他者との関係も変化する概念

であると考えられる．妊娠期に父性が発達すること

により【人格的成長】や【自己概念の変化】といっ

た父親自身の個人内での変化，また【夫婦サブシス

テムの変化】や【家庭と社会の調整】といった父親

と他者の関係性を調整し変化が現れることが本研究

図1.　「妊娠期の父性」の概念図
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より示された．柏木，若松（1994）は，親になる前

後を比べた結果，人格的・社会的な行動や態度の変

化が起こることを報告している．また，林，大月，

森（2004）は，子どもの誕生に伴う父親役割行動の

調整には「育児」「家事」「妻の精神的支援」におけ

る調整過程や仕事時間を調整し早く帰宅するなどの

「生活習慣の修正」における調整過程があり，これ

らが同時に行われていると明らかにしている．以上

より，本研究と同様の結果が得られた．このよう

に，妊娠期には父性が発達する中で，父親自身の変

化，および父親と他者との関係を調整し変化する特

性が示唆された．

3．家族看護への示唆

現在の日本において少子化や核家族化，女性の社

会進出の増加に伴い「夫は仕事，妻は家事育児」と

いう時代から変化し，家庭内における父親の存在は

重要視されている．しかし，妊娠期における父親の

研究は，育児期における父親の研究と比較して未だ

少ないのが現状であり，「妊娠期の父性」の概念を

明らかにした研究は本研究が初めてである．本概念

分析によって，妊娠期における父親に焦点を当てた

研究の発展，および妊娠期と育児期の父性の比較検

討や移行プロセスの探求の一助になると考える．

妊娠中において，父親に対し，胎児の成長やパー

トナーの心身の変化について，また父親が今現在で

きるパートナーへのサポート行動や産後の養育行動

のイメージできるような情報支援をすることによ

り，妊娠中にある父親の父性の発達を促進すること

ができると考える．

Ⅴ．本研究の限界と今後の課題

今回の研究では，Rodgersの30文献または全文

献の20％をランダムサンプリングする方法を参考

に文献を抽出したため，30文献のみを対象として

いる．そのため，研究結果に網羅的に文献を反映で

きておらず，結果を一般化するには限界があると考

える．また，論文のみに限定して文献を抽出したた

め，今後は今回の研究では抽出していない書籍も含

めて精読し，本概念の検討を重ねる必要がある．

Ⅵ．結　論

本研究では「妊娠期の父性」の概念分析を行った．

その結果，6つの属性，7つの先行要件，4つの帰結

を抽出した．研究結果より，「妊娠期の父性」を

「父親としての責任感をもち，父親役割を獲得し，

良い父親になる意識および養育行動をする自分をイ

メージすることにより，妊娠への関与行動をとり，

胎児への愛着を育むこと」と定義した．本研究で妊

娠期の父親の父性の概念構造が明らかになったこと

により，今後は妊娠期において妊婦だけでなく，父

親も含めて支援対象であると認識し，家族員全員に

対して適切な介入をする必要があると考える．それ

により，妊娠期にある家族は，周産期に起こり得る

家族機能の変化にうまく順応することができ，周産

期ケアの発展にも寄与できるのではないかと考える．
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A Conceptual Analysis of Gestational Fatherhood

Marie Tabayashi1） Tae Kawahara1） Ryota Kikuchi1） Akemi Yamazaki1）
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Objective: It is important that men begin to nurture fatherhood during the pregnancy period and that they de-
velop a high attachment to the fetus, as this is associated with better bonding with the new baby. Although there 
are many studies that define “paternal consciousness” and “father’s role,” there are no studies that define only 
during pregnancy, nor are there any studies that clearly conceptualize “gestational fatherhood.” This purpose of 
the present study is to develop a clear definition of the notion through conceptual analysis.
Methods: The study utilizes the evolutionary concept analysis approach proposed by Rodgers （2000）. The au-
thors searched five databases for relevant literature: Ichushi Web, CiNii Research, PubMed, CINHAL, and PsycIN-
FO, collecting a total of 30 articles, 14 in Japanese and 16 in English, for analysis.
Results: The researchers extracted six attribute categories including: “responsibility as a father” and “bonding 

with the fetus”; seven prerequisite categories, including “feeling of closeness to or avoidance of the fetus” and “ideal 
paternal figure”; and four consequences categories, including “changes in self-concept” and “changes in the marital 
subsystem.”
Discussion: As a result of the analysis, the authors propose the following redefinition of the concept of “gestation-
al fatherhood”: “Having a sense of responsibility as a father, acquiring the role of father, and imagining himself as a 
good father and caring for his child, thereby engaging in the behaviors involved in pregnancy and developing an 
attachment to the fetus.”
Conclusion: It is important to recognize that future perinatal support policies should take into account not only 
the needs of pregnant women but also the needs of fathers, as well as the social environment; moreover, such poli-
cies should provide for appropriate interventions tailored to all family members.
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